
「宿営の外に出て」             2019 年 01 月 31 日 

ヘブライ人への手紙 13 章 8 節～17 節 イエス・キリストは、きのうも今日も、また

永遠に変わることのない方です。いろいろ異なった教えに迷わされてはなりません。食

べ物ではなく、恵みによって心が強められるのはよいことです。食物の規定に従って生

活した者は、益を受けませんでした。わたしたちには一つの祭壇があります。幕屋に仕

えている人たちは、それから食べ物を取って食べる権利がありません。なぜなら、罪を

贖うための動物の血は、大祭司によって聖所に運び入れられますが、その体は宿営の外

で焼かれるからです。それで、イエスもまた、御自分の血で民を聖なる者とするために、

門の外で苦難に遭われたのです。だから、わたしたちは、イエスが受けられた辱めを担

い、宿営の外に出て、そのみもとに赴こうではありませんか。わたしたちはこの地上に

永続する都を持っておらず、来るべき都を探し求めているのです。だから、イエスを通

して賛美のいけにえ、すなわち御名をたたえる唇の実を、絶えず神に献げましょう。善

い行いと施しとを忘れないでください。このようないけにえこそ、神はお喜びになるの

です。指導者たちの言うことを聞き入れ、服従しなさい。この人たちは、神に申し述べ

る者として、あなたがたの魂のために心を配っています。彼らを嘆かせず、喜んでそう

するようにさせなさい。そうでないと、あなたがたに益となりません。 

 

「イエス・キリストは、きのうも今日も、また永遠に変わることのない方です。」人

は生まれて死に、時代は移りゆくが、主イエスは変わることなく、永遠に恵みを与えて

くださる。「著者」は、「いろいろ異なった教えに迷わされてはなりません」と忠告す

る。ユダヤ教は食べて良い清い食物と食べてはならない汚れたものを規定しているが、

何の益も受けなかった。ローマ社会でも食べ物を選択することによって、救いに与ると

説く宗教がある。食べ物ではなく、主イエスの恵みによって心が強められるのである。 

「わたしたちには一つの祭壇があります。」幕屋に仕えている人たちは、それから食

べ物を取って食べる権利がありません。なぜなら、罪を贖うための動物の血は、大祭司

によって聖所に運び入れられますが、その体は宿営の外で焼かれるからです。」贖罪日、

大祭司はいけにえの動物の血を聖所に運び入れ、祭壇に注ぎかける。血と脂肪を抜いた

動物の体は宿営の外で焼き尽くされる。いけにえの動物は誰も食べる権利がない。主イ

エスも、「御自分の血で民を聖なる者とするために、門の外で苦難に遭われたのです。」

エルサレムは城壁に囲まれ、所々に門があった。主イエスは門の外、ゴルゴタの刑場で

十字架につけられた。「だから、わたしたちは、イエスが受けられた辱めを担い、宿営

の外に出て、そのみもとに赴こうではありませんか。」「門の外」「宿営の外」とは、

生身の人間が生活している現実である。そこで、主イエスが受けられた辱めを担い、十

字架を負い、御許に赴こうと、「著者」は訴えている。十字架を負うことのない、安価

な生き方では、救いに与ることはできない。私たちはこの地上に永続する都を持ってお

らず、来るべき都を探し求めている。「だから、イエスを通して賛美のいけにえ、すな

わち御名をたたえる唇の実を、絶えず神に献げましょう。善い行いと施しとを忘れない

でください。」善い行いと施しは神がお喜びになる賛美のいけにえである。あなたがた

の魂のために心を配っている指導者たちの言うことを聞き入れ、服従しなさい。彼らは

神に執り成す者として立てられている。彼らを嘆かせず、喜んで執り成す者にさせなさ

い。そうすることによって、あなたがたは神からの恵みと祝福という益を得るのである。 


